
 

 

 

 

 
 

 

 

ごあいさつ 子どもたちの笑顔が満ちあふれる学校を目指します 
令和４年度、新入生９０名をむかえ、全校生徒２３４名の生徒と３２名の教職員で

順調なスタートを切ることができました。多くの方々に心より感謝いたします。 

本校は今年で創立７６年目を迎え、先の東京オリンピック男子マラソン銅メダリス

ト円谷幸吉さんをはじめ、各界で活躍する数多くの大先輩方を輩出している伝統校で

あります。これまでの先輩方は、本校の校歌にも謳われている「秀麗」を校訓に、充

実した中学校生活を送られてきましたが、今後も本校の子どもたちが「秀麗な一中生」

となりうるべく、本校の教育活動の充実・発展のために、地域・保護者の皆様、関係

機関のご支援をいただきながら、学校教育の推進を図ってまいります。 

現在の学校教育には、これからの社会が、どんなに変化して予測困難な時代になっ

ても、子ども達が、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを

実現することができるよう「生きる力」を身につけることが求められています。本校でも「新しい時代を担

う豊かな心と知性を身につけた実践力のある生徒の育成」を教育目標に掲げ、具体的に「自ら学び考える生

徒」「心豊かな生徒」「健康で実践力のある生徒」を目指す生徒像としています。 

本校の教育目標の具現にむけて、教職員が同僚性を発揮しながら「チーム一中」として一丸となって取り

組んでいきたいと考えております。その結果「子ども達の笑顔と、教職員の自信が満ちあふれ、保護者から

信頼され、地域から愛される学校」となるよう努力してまいります。そのためには、本校の教育活動を積極

的にお知らせするとともに、保護者や地域の方々、さらには関係機関等と連携を深める「地域とともにある

学校づくり」を推進してまいりたいと思います。 

現在、新型コロナウイルスの終息が見通せず、私たちの生活や学校の教育活動にも大きな影響を及ぼして

います。また、一昨年前の福島県沖地震による被害で、現在、体育館の建て替え工事が行われており、令和

５年３月の竣工予定までは、何かと不便な生活を強いられることになります。そうした中、子ども達の安

全・安心を第一に考えながら、可能な限り通常に近い形で教育活動を行っていかなければなりません。そう

した困難を、生徒・教職員・保護者・地域の方々が一丸となって乗り越えることによって、豊かな人間性や

社会性を身につけたたくましい生徒の育成が図られるものと確信しております。 

東日本大震災及び原発事故から１１年が経過し、これからの福島や須賀川の未来の担い手として、郷土を

愛するとともに、社会に貢献する人材を育成することが、私たち教育に携わる者に課せられている使命でも

あります。一中の子どもたちをこのような人材に育んでいけるよう、第一中学校教職員一同が力を合わせ努

力していきますので、今後ともご理解とご協力をお願いします。 

人事異動のお知らせ 
令和３年度末の人事異動で、下記の先生方が異動しましたのでお知らせします。 

退職・転出職員 転入職員 

教 諭 天野 信一 須賀川市立第三中学校 教 諭 遠藤 千恵 須賀川市立第二中学校 

教 諭 國分 幸子 福島県立視覚支援学校 教 諭 理﨑 裕子 須賀川市立第二中学校 

教 諭 中島 早苗 須賀川市立第三中学校 教 諭 津金 令子 須賀川市立第三中学校 

教 諭 津幡 知美 須賀川市立仁井田中学校 教 諭 藤田 賢一 矢吹町立矢吹中学校 

教 諭 大森 康志 郡山市立郡山第七中学校 教 諭 浅岡 久恵 須賀川市立第三中学校 

支援員 𠮷田 綾子 退職 教 諭 横山 真樹 郡山市立安積中学校 

司 書 髙柴 香織 須賀川市立第三中学校 支援員 五十嵐 毅 須賀川市立第二小学校 

   司 書 松谷ゆき枝 須賀川市立第三中学校 

退職・転出職員に対しましては、本校在職中は大変お世話になりました。感謝申し上げます。また転入職員に

対しましても、前任者同様、よろしくお願いします。 

 

教育目標 新しい時代を担う豊かな心と知性を身につけた実践力のある生徒の育成 

知性：自ら学び考える生徒 友愛：心豊かな生徒 健康：健康で実践力のある生徒 
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よろしくお願いします～教職員紹介 

３年生 感染対策を講じながら修学旅行に行ってきます 
４月１３日（水）～１５日（金）に３年生は修学旅行に行ってきます。当初の目的

地は東京・横浜方面の予定でしたが、新型コロナウイルスの影響で、目的地を山梨
方面に変更しました。また、４月１日（金）にＰＴＡ３学年委員の皆様にお集りいた
だき、ご意見をいただきながら協議した結果、実施の判断とさせていただきました。 

３年生はこの修学旅行を成功させようと実行委員会を組織して、自分たちでき
まりや持ち物、そして事前学習を行うなどに２年生の時から取り組んできました。
みんなの力で修学旅行を成功させてほしいと思います。 

＜行程＞ 

１日目 集合6:00…学校 6:30→（東北道・圏央道・中央道）→10:30 山梨県立リニア見学センター11:30

→12:15 河口湖畔（昼食）13:15→14:15 富士山五合目 15:00→山中湖ペンション村（入村

式）16:00→各ペンション（体験活動）…就寝22:30 

２日目 起床6:00…山中湖ペンション村（退村式）8:20→9:00 富士山世界遺産センター10:15→ 

→クラス別研修―→ホテル 17:15…就寝 22:30 

３日目 起床6:00…ホテル 8:30→富士急ハイランド 9:00～14:30→（東北道・圏央道・中央道）→ 

→学校 19:00…帰校式・解 19:30 

しかし、依然感染拡大が収まっていない状況です。そのため、文部科学省「学校における新型コロナウイ
ルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」や一般社団法人日本旅行業協会等
が作成した「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き」に
基づいて、旅行会社や関係機関と連携を図りながら、下記の感染防止対策の徹底を講じていきます。ご理解
とご協力をお願いします。 

 □ 修学旅行１０日間前から、生徒の検温・健康観察を徹底する。 
 □ 修学旅行当日の朝、全員の体温を学校で確認する。 
 □ 食事以外の場面では、常にマスクを着用する。 
 □ 使用する大型バス（定員５５名）は各クラス１台を使用するとともに、バスの中の空気を常に換気させ

ることで、3密にはならないようにする。 
 □ バスに乗車する時や見学施設に入場する前には、必ず手指のアルコール消毒をする。 
 □ 宿泊施設に入る際は必ず検温と手指のアルコール消毒をする。 
 □ 生徒一人１本の携帯用アルコールスプレーを携帯する。 
 □ 食事をする場合は、隣の席と間隔をあけるとともに、黙食を行う。 
 □ 体調を崩した生徒が出た場合は、別室で休養するともに、症状によっては医療機関で受診する。 
3学年保護者へのお願い 
 ＊ お子さんや御家族の体調管理と健康観察をお願いします。 
 ＊ 旅行中にお子様の体調が悪くなり、旅行の継続が難しいときには、現地までお迎えに来ていただくよ 

うになります。その場合の旅費等は旅行保険が適用されます。 

職 名 氏 名 教科 部活動 職 名 氏 名 教科 部活動 

校 長 八木沼孝夫  同３組担任 山﨑 裕斗 保健体育 サッカー 特設陸上 

教 頭 星  哲雄 数学 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 美術 ６組担任 高橋 佑太 国語 野球 

教務主任 渡邊  勉 音楽 合唱 吹奏楽 同 副担任 山田  洵 社会 サッカー 特設陸上 

１年主任 理﨑 裕子 社会 ソフトテニス 養護教諭 花井 千春 保健指導 合唱 

同１組担任 遠藤 千恵 国語 吹奏楽 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ  主 査 鈴木 仁美 会計 

同２組担任 藤田 賢一 英語 バレーボール 用務員 矢内 一行  

同３組担任 橋本 高尚 保健体育 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 特設陸上 調理員 小平 栄子  

５組担任 津金 令子 保健体育 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 調理員 内田 真実  

１年副担任 服部由以子 数学 バレーボール 調理員 近藤  恵  

２年主任 会田 謙一 国語 野球 支援員 石澤加奈子  

同１組担任 長谷川久芳 技術・家庭 卓球 支援員 五十嵐 毅  

同２組担任 浅岡 久恵 数学 剣道 学校司書 松谷ゆき枝 火・木曜日勤務 

同３組担任 横山 真樹 理科 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ＳＳＳ 本田さおり ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 消毒・教育補助 

２年副担任 橋本 裕太 英語 卓球 特設陸上 部活動指導員 小野口伸也 吹奏楽 

３年主任 佐浦 雅明 理科 剣道 ＡＬＴ 宗形 ミミ  

同１組担任 小川 和子 英語 ソフトテニス ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 吉見 浩美 月２～３回程度金曜日 

同２組担任 八木田宏子 美術 美術 教諭 桑原 伽奈 育児休業中 


